
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 0 0 1 年９月１５日 ２号 

発行：自治労大阪公共サービスユニオン 

大阪市北区天神橋 3 - 9 - 27  P LP 会館１F 

T E L  ０６－６２４２－２２３３ 

F A X  ０６－６２４２－２２３０ 

 

と  き：10月 21 日（日） 

     午後 2時～4時 30分 

ところ：府教育会館「たかつガーデン」

講  師：角田鉄太郎さん（クリニック

  サザンウィンド所長・精神保健指定医）

参  加：先着８０人。参加費 無料

8月18日（日）午後2時から「エルおおさ

か」において、自治労大阪公共サービスユニオ

ン主催で「第2回ケアワーカーセミナー 高齢

者と食事 ～介護食を考える～」を開催しまし

た。セミナーには、栄養士や看護・介護職員か

ら家族まで約 60 人が参加して、ともに改めて

「食」の大切さについて考えました。 

講師の南幸（みなみ みゆき）さん（桜井女

子短期大学教授）は、「昭和50年代の日本人の

食事のとり方が理想的。食の欧米化が進んだ現

在、食を見つめ直す必要があり、食生活を含ん

だライフスタイルを考えるべき。暦年齢と体

内年齢（老化）の個人差

は著しく、食事によるリ

スクを取り除くことで

病的な老化を遅らせる

こともできる。高齢者に

とって食事もリハビ

リ。」と話されました。

そして、高齢者の体の特徴として、「①味覚の

低下、②咀嚼力の低下、③骨がもろく骨折しや

すい、④脱水状態を起こしやすいなどがあるた

め、①では『おいしい』という味覚だけでは不

十分。視覚（盛り付けや器）・嗅覚・聴覚・触覚

（歯ざわり・食感）をフルに活用して高齢者の

食欲不振（低栄養の高齢者は20%）の改善をめ

ざす。②食欲の増進と消化の促進だけでなく脳

を刺激することから『噛んで食べる』ことが重

要。また、『食事の機能』としては、①栄養的な

側面、②社会性を高める側面があり、②を充実

することがQOL（生活の質）を向上させる。食

事を楽しむことが『生きる意欲』につながる」

と話されました。（次ページに続く） 

自治労大阪公共サービ

スユニオンはひとりで

も入れるユニオンです。

１ 



 

 

 

 

 

 

講演の後、会場から質問が出されました。実践につながる内容が多くありましたので、そ

の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 
この他にも「青魚には脳の老化を遅らせる物質が多く含まれている」「噛むこと

によって食欲が増進され、消化器の運動が活発になる。脳の刺激にもなるので、

安易にミキサー食に頼らないほうがいい。」などのアドバイスをいただきました。 

Q．痴呆症の父親が入院中、誤飲から肺炎に。インシュアリ

キッドを使ってみたが再発。もう一度口から食べさせたい

が、どうしたらいいか。 

Ａ．少しずつ溶けるゼリーやアイスクリームの方が誤飲は少

ない。インシュアリキッドは凍らせて少量ずつ口に含ませれ

ば誤飲しにくく、摂取しやすい。 

Ｑ．「味覚は学習である」と言われたが高血圧症で食習慣を変え

ざるを得ない（塩分制限）場合どうすれば満足してもらえるか？

Ａ．「分かっているがやめられない」こともある。食習慣（味の

好み）はまず変えられない。介護する側がいかに相手を受け止

めるか。信頼感を得た上で一品は好きなものを出す。ダシを強

くとる、目の前で調味料をかけるなどの工夫が必要。 

 

Ｑ．誤飲を防止するのにゼラチンや寒天でトロミをつけるな

どの工夫をすればということだったが、どのように使い分け

ればいいか。 

Ａ．ゼラチンは口の中に入れただけで溶けるが、寒天は海草

なので口の中では溶けない。また、繊維が多いので腸の悪い

人には不向きである。ケアをする相手の状態に応じて使い分

けなければならない。 
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とてもよく分かりま

した。仕事のうえで

とても参考になりま

した。 

 
 
 
回答 51人：参加者 55人 
（複数回答あり） 

◆あなたの勤務先を教えてください 

特別養護老人ホーム ２２人 

在宅サービス     ６人 

デイサービス     １人 

病院・医院      ３人 

療養型病床群     １人 

老人保健施設     １人 

救護施設       ２人 
社会福祉協議会    ２人 

福祉公社       ２人 

保健センター     １人 

その他        ６人 

無回答        ４人 
 

◆あなたの職種を教えてください 

（複数回答あり）

ヘルパー       ５人 
介護支援専門員    ３人 
介護福祉士      ７人 
保健婦        ３人 
看護婦        ３人 
寮母         ８人 
栄養士       １４人 
調理師        １人 
その他（学生など）  ５人 
無回答        ２人 

 

◆あなたの勤務形態は？ 

常勤職員  ３５人 

非常勤職員  ７人 

登録     ３人 

その他    ４人 

無回答    ２人 
 

◆今日のセミナーについての感想をお願いします。 
 
今日は来て良かったですか？ 
 はい       ４９人 
 いいえ       ０人 
 どちらともいえない ２人 
 無回答       ０人 

 

今日の内容は良かったですか？ 
はい       ４９人 
いいえ       ０人 
どちらともいえない ２人 
無回答       ２人 

 

今後も参加しようと思いますか？ 
はい        ４１人 
いいえ        ０人 
どちらともいえない  ８人 
無回答        ２人 

 

セミナーへの

コメントをい

ただきました 

専門家のし

っかりした

内容で充実

していた。 

もっと現場で

の実務的なこ

とのお話を伺

いたかった 

噛むことの重要性を再認識させていただきまし

た。嚥下状態が低下したと思ってもすぐミキサー

食などにするのではなく、少しでも自分で噛める

ように心を配るようにしなくてはいけないと反

省しました。 

今までの栄養学のセミナーで一番

分かりやすかった。身体側などさら

に掘り下げて聞きたかったと思う。

PART2・３を期待する 

◆仕事の悩みや困っていることがありますか？

・利用者のわがまま 
・障害者施策の動向に不安を感じています。 
・残業が多い、夏期休暇がとりにくい 
・職員教育、育成について 
・食事。給食会社に委託しているので、思い通

 りにならない部分がある。 

◆職場や身近なところに労働組合や悩みの 
相談ができるところがあればいいと思い 
ますか？ 
はい         ３２人 
いいえ         １人 
わからない       ４人 
無回答        １４人 

 

ご協力 

ありがとう 
ございました 

３



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４

ケアハウス 10000 ヶ所を増設 

  政府はケアハウスを国の補助金なしで全国に１万ヶ

所建設する構想を検討に入った。ケアハウス不足の解消のほ

か、建設関連などで新たに15万人程度の雇用創出につなげ

るのが狙い。2001年3月で全国に約44000人分の施設

があるが、需要はこの数倍はある見込み。今後、高齢化に伴

い供給不足の深刻化が予想されている。 

構想では、地元自治体が廃校となっ

た学校跡地など遊休地を無償か格安

で提供し、企業のノウハウを使い社会

資本を整備するＰＦＩ的手法を導入

することで社会福祉法人が４億円以

上かけていた建設費を３億円程度に

圧縮する考え。 

（日経新聞９月3日）

    訪問介護事業、軌道に 
    コムスン黒字化 
訪問介護専業のコムスンが 4－6月期に黒字化

したのをはじめ、ニチイ学館、ジャパンケアサー

ビス、メデカジャパンの主要各社でも訪問介護分

野で黒字転換のメドがついた。 

コムスンは介護保険導入当初1200ヶ所に展

開したヘルパー拠点を今年3月までに約300ヶ

所に統廃合した。需要のある地域に集約した結果、

顧客数は4月からの3ヶ月で10％増加した。ま

た、顧客一人当たりの介護報酬も身体介護の比率

上昇や顧客の要介護度の進展とともに増えてお

り、昨年4月より2割以上高くなったため。（日

経新聞8月29日）

老健“進む特養化” 
全国老健施設東京大会 
 全国介護老人保健施設東京大会が

8月20日から22日にかけて東京で

開催された。大会では、「特養の代わ

りに利用する“第 2 特養化”が目立

つ」等の意見が出され、老健施設の抱

える課題が浮き彫りになった。 

“第 2 特養化”から本来の在宅復帰

の役割を果たすためには、ホームヘル

パーやデイケアなど地域の在宅介護

サービスを充実させることが必要と

いう意見が相次いだ。 

（読売新聞9月4日）

 

痴呆高齢者の要介護認定で 
   日本医師会が提案 
正確さが問題になっている痴呆高齢者の要介護

認定について日本医師会は徘徊などが見られるも

のの日常生活はほぼ自立している“元気痴呆”老

人は２次判定で要介護3程度とするのが妥当とす

る調査結果を発表し、厚労省にシステムの改善を

促した。現行システムでは、要介護１で出ること

が多く、自治体独自の判断で要介護度を引き上げ

ていた。（読売新聞9月5日） 

相談時間：1 0：0 0～1 7：0 0  

（月～金：祝祭日を除く） 

メールでの相談は、 

ka i go@ns . j i c h i r o- osaka.gr . jp

 
 
 
Well Careを出すことにしてから毎日、
記事を探して新聞とにらめっこ。あるよ

うで無い、無いようであるのが介護関係

の記事。INFORMATION に載せる皆
さんに役立つ記事を探すことが自分の

勉強にもなると思って、今日も新聞と格

闘中です。（Ｍ） 

介護に関するニュース

や情報の提供・情報交

換のコーナーです。 
 




